
菅波茂

　
２
０
１
２
年
８
月
８
日
午
当
選
し
た
議
員
の
み
が
再
訪

復
８
時
。
東
日
本
大
震
災
の
と
。

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
大
槌
　
矢
野
議
員
の
大
槌
町
に
お

町
の
き
ら
り
商
店
街
の
と
あ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

る
食
堂
で
倉
敷
市
会
議
員
矢
契
機
は
２
０
１
１
年
４
月
、

野
秀
典
氏
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
新
学
期
に
備
え
て
倉
敷
市
が

ア
チ
ー
ム
に
劇
的
再
会
を
し
贈
呈
し
た
制
服
で
あ
る
。
。
多

だ
。
聞
け
ば
、
１
２
０
０
諺
・
く
の
生
徒
が
晴
れ
の
入
学
式

び
離
れ
た
倉
敷
往
復
に
夜
行
に
も
関
わ
ら
ず
制
服
が
購
入

バ
ス
を
利
用
。
こ
の
暑
い
時
で
き
な
か
っ
た
。
大
槌
高
校

に
野
外
で
３
日
間
の
草
刈
り
の
高
橋
校
甚
先
生
か
ら
Ａ
Ｍ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
宿
Ｄ
Ａ
に
依
頼
が
寄
せ
ら
れ

泊
所
は
電
気
も
水
も
な
い
元
だ
。
土
肥
啓
利
岡
山
市
会
議

北
小
学
校
の
宿
泊
所
。
わ
さ
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
矢
野
秀

わ
ざ
倉
敷
か
ら
。
「
見
放
さ
典
議
員
に
お
願
い
し
た
。
矢

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
被
災
野
議
員
の
仲
介
に
よ
り
伊
東

者
の
方
々
の
気
持
ち
に
充
分
香
織
倉
敷
市
長
が
決
断
。
明

に
応
え
て
い
る
。
し
か
も
２
石
被
服
興
業
（
株
）
、
河
合

０
１
１
年
８
月
に
も
実
施
し
産
業
（
株
）
、
近
藤
被
服
、

て
お
り
、
２
０
１
３
年
も
実
　
（
株
）
ト
ン
ボ
、
日
本
被
服

施
予
定
と
大
槌
町
長
に
約
束
　
（
株
）
、
（
株
）
ベ
ン
ク
ー

し
た
と
の
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ー
、
マ
ル
ハ
（
株
）
の
７

２
０
１
３
年
１
月
の
選
挙
に
社
の
協
力
に
よ
り
、
学
生
服

見放されたくない～究極め人間の絆
囲
1
:

関
係
者
の
方
々
に
　
　
　
渋

渋
△

に危
最機

前
線
に
赴
く
」
。
　
　
ぺ

選
ぱ
れ
た
者
の
高
…
…
…
・
’
Ｊ
Ｉ

貴
な
る
義
務
で
あ

る
。
今
な
お
、
東
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興
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

９
－
ｌ
ｆ
ふ
１
１
１
Ｉ大槌町の仮設商店街での劇的再会。握手する

矢野議員（後列右から４人目）と筆者

シ
ュ
友
好
病
院
か
ら

医
師
派
遣
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
被
災
地

は
ア
ン
ボ
ン
島
だ
っ

た
。
ア
ン
ボ
ン
島
で

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
植
民
地
獲
得
競
争

‘
の
負
の
歴
史
に
よ
る

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
紛
争

が
続
い
て
い
る
。
今

回
は
両
者
の
被
災
地

で
救
援
活
動
を
実
施

し
た
。
将
来
の
医
療

和
平
へ
の
第
一
歩
で

づ
…
…
…
…
｝
あ
る
。
新
庄
村
の
Ａ

三
村
英
世
、
赤
渾
幹
温
、
八
Ｍ
Ｄ
Ａ
野
土
路
農
場
か
ら
マ

被
災
者
は
「
何
時
、
見
放
さ
木
質
、
北
畠
克
彦
、
荒
木
竜
レ
ー
シ
ア
出
身
の
シ
タ
ミ
氏

れ
る
の
か
」
と
不
安
状
態
。
　
二
、
伊
東
裕
紀
そ
し
て
矢
野
が
調
整
員
と
し
て
参
加
。
フ

矢
野
秀
典
議
員
チ
ー
ム
と
の
秀
典
の
９
名
の
議
員
で
あ
　
ィ
リ
ピ
ン
の
被
災
者
救
援
活

被
災
地
で
の
出
会
い
は
感
動
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
で
は
倉
敷
フ
ィ
リ
ピ
ノ
サ

以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
　
　
今
年
７
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ー
ク
ル
元
会
長
の
古
城
デ
イ

だ
。
「
見
放
さ
な
い
人
達
が
シ
ュ
で
、
８
月
に
は
イ
ン
ド
ジ
ー
氏
が
調
整
員
と
し
て
参

こ
こ
に
も
い
た
」
と
。
究
極
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
大
加
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
空
軍
と
達

の
人
間
の
絆
を
大
切
に
さ
れ
洪
水
発
生
。
被
災
者
救
復
活
携
活
動
。

て
い
る
参
加
議
員
の
氏
名
を
動
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
と
協
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
唱
す
る
市

こ
こ
に
紹
介
し
た
い
（
敬
称
力
し
て
実
施
。
バ
ン
グ
ラ
デ
民
参
加
型
人
道
支
援
外
交
の

略
）
。
大
橋
賢
、
松
浦
謙
二
、
シ
ュ
で
は
日
本
バ
ン
グ
ラ
デ
原
点
は
「
困
っ
た
時
は
お
互

い
さ
ま
」
の
相
互
扶
助
で
あ

る
。
海
外
災
害
被
災
者
救
援

活
動
に
、
被
災
国
出
身
の
在

日
外
国
人
の
方
々
が
参
加
す

る
こ
と
や
、
被
災
他
間
の
相

互
救
援
活
動
、
あ
る
い
は
互

い
将
来
に
東
日
本
の
被
災
他

の
方
々
が
海
外
の
被
災
他
の

た
め
に
救
援
活
動
に
参
加
す

る
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り

お
互
い
に
信
頼
醸
成
が
育
成

さ
れ
て
い
く
の
が
市
民
参
加

型
人
道
支
援
外
交
の
目
的
で

あ
る
。
倉
敷
市
は
２
０
１
１

年
２
月
の
ニ
ュ
ー
ー
ジ
士
フ
ン

ド
地
震
に
際
し
て
救
援
チ
ー

ム
を
派
遣
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
の
み
な
ら
ず
児
島
の
繊

維
企
業
も
世
界
展
開
。
倉
敷

の
海
外
人
道
支
援
は
大
原
孫

三
郎
の
社
会
貢
献
の
海
外
平

成
版
と
し
て
わ
か
り
や
す

い
。
大
原
孫
三
郎
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
「
弱
者
を
見
放
さ
な
い
」

は
世
界
的
普
遍
性
が
あ
る
と

信
じ
た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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